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· 出席者は記録者が印を付ける。

＜全体連絡＞
・新型コロナウィルスに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

＜青陽館での新型コロナウィルス対応＞
①発熱症状（37.5℃以上）があり、電話で来所について相談の場合
　⇒・まずは内科かかりつけ医に相談し指示に従う。内科かかりつけ医がない場合は青南病院に相談し、指示に従う。4日以上解熱しない場合は八戸市保健所（帰国者・接触者相談センター：0178-43-9271・43-9184）に電話して、症状を伝え、対応方法について相談し、併せてデイケアを利用していることも伝え、受診する医療機関の指示を受ける。デイケアを利用してよいかも確認する。
　⇒相談結果について、再度連絡をするように伝える。受診した場合には、受診結果についても連絡するように伝える。
②来所後、発熱を確認した場合
　⇒すぐに帰れる場合には、浴室側の非常口を利用し帰宅していただく。帰宅後は、すぐにデイケアへ連絡をいただく。また、その際には再度症状を聴取し、体調確認を行う。
⇒交通事情などにより、すぐに帰れない場合には、浴室（脱衣所）に誘導し、時間まで待機してもらい、帰宅時は上記と同様の対応とする。
⇒本人が帰った後、すぐに本人が通った場所・使用した場所を消毒する。
⇒関係各部署・各機関に連絡を入れる。
＊不要・不急の外出、特に県外へは外出しない。
＊マスクの着用を徹底するように。マスクの在庫がない為通所利用者様分を作ることも検討中。

＜看護管理会議からの連絡＞
・マスク手当がスタッフ一人当たり3000円支給になります。
・外来・通所・訪問看護・薬局のカンファの際に各病棟の退院支援者情報を頂き、デイケアの利用について検討していく。
＜書類等の作成・及び点検について＞

『疾患別診療計画書・ラズミー・転倒評価の作成について』

・２人一組で担当制にする。互いの担当利用者様分の疾患別診療計画書の作成度、電子カルテへの登録が済んでいるか今後確認し期日に間に合わない場合はお互いで協力し期日を守って行う。ラズミー等の評価も同様⇒グループ：久保・山田、蕨野・犹守、戸賀沢・藤田
・疾患別診療計画書のチェックが済みましたので、不備のある利用者様分は5月末までに書類の整備をするように。通所リハのフォルダーにあります。
・日誌と電子カルテの出席、電子カルテの記録(日報、医師評価)の突合等
　4月～6月日誌：デイケア：久保・鳥谷部　
　　　　　　　　　ショートケア：蕨野・犹守　＊日誌の誤字脱字も
　　　　　　　　　デイナイトケア：藤田・戸賀沢
　4月～6月電カル：各担当：2人ペアで確認　
＊日報、医師評価が入力済みか、個人名の記載有無
・通所の各種マニュアルの更新
＜利用者様情報＞
デイケア
・小田　タネ様～訪問看護師より情報提供あり。訪問時に近隣の生活音に対して過敏性、不安感持続。テレパシーで家の中をつつかれ音が鳴る事や家の中に入ってくる等被害的な発言変わらず聞かれたとの事。対面時多弁気味で口調の強さあり、誇大的な内容ある。現在、主援助者である姪様に対しての不満を訴え苛々感がある様子。（自分に届いた保険の書類を姪に勝手に開けるなと言われた等）姪様の言動に対してストレスを感じているとの事。訪問中、姪様がタネ様宅に来られ本人と会話するが時折内容かみあわない様子あり。夜間は寝付けず週4～5回程頓服使用しているとの事。デイケア利用時は上記の訴えは聞かれていないが、今後も状態確認行い、適宜関係各所に情報提供行っていく。
・佐々木理佳様～訪問看護師より情報提供あり。悪い内容の幻聴が聴こえており、苦痛であり家にいたくない状態。外来受診にてデイケアを勧められたが遠い為、三戸の就労支援B型を利用したいと特別相談員へ連絡している。先週より5/15～21で体験利用し、現在契約手続き中。継続利用したいと話す反面、幻聴内容により続けられるか不安はあるとの事。眠気については、服用回数を変えてから改善し、日中の臥床時間は短くなっている。デイケアの利用については、就労の契約が成立するまでは保留とし就労開始になった際は連絡を頂く事としている。
・夏堀　麗紗様～昨日、本人、就労先（三本の木）、南部町健康福祉課保健師、ハローワーク八戸職員、 特別相談支援員PSW、青陽館スタッフ、訪問看護師、現状と今後について支援会議支援会議実施。1月より徐々に就労利用回数が減少し、現在は利用回数1日となっている。本人に一般就労に関する思いを確認すると漠然と考えている事・叔母との関係性が変化する事や父の所に行かせられるといった思いがあるとの事であった。障害者枠などで働くとしても本人様の条件に見合った会社はあまりない事がわかった。本人の意向も確認し、今は焦らずに、メンタル面や体力面で自信をつけ、Ｂ型就労(週5)を続け、徐々にA型に移行するなどステップアップしていく方向となる。経済面での不安も大きいため、今後は生活保護を受給していく事となる。今回の会議での決定事項を主援助者の叔母にPSWから情報提供する予定だが本人の元に叔母より連絡が入る可能性や週末に会う予定があるため、本人の精神症状の変動に注意が必要となってくる。

デイナイトケア
・岩城　敏夫様～青風荘より情報提供あり。昨日帰荘後、歩行が普段より遅いことや、歩幅を大きくし移動する様子が見られており、全般的に動作緩慢であったとのこと。青風荘スタッフが本人へ体調を問うと、便に関する発言が多く聞かれており、他の体調に関する発言は聞かれなかったとのこと。本日のデイナイトケアでは、上記発言は聞かれず、各プログラムにも一度の声掛けのみで参加することが出来ている。
ショートケア
・特記無し
